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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
合成キメラタンパク質の形態にある、単離されたタンパク質複合体であって、
　（ｉ）増殖因子、または少なくとも同族増殖因子受容体と結合することができる前記増
殖因子のドメイン、および
　（ｉｉ）少なくともフィブロネクチン（ＦＮ）のインテグリン結合ドメインを含むＦＮ
の１つ以上のＩＩＩ型ドメイン
のアミノ酸配列を含む単離されたタンパク質複合体。
【請求項２】
前記増殖因子がインスリン様増殖因子－Ｉ（ＩＧＦ－Ｉ）、インスリン様増殖因子－ＩＩ
（ＩＧＦ－ＩＩ）、上皮細胞増殖因子（ＥＧＦ）、塩基性線維芽細胞増殖因子（ｂＦＧＦ
）およびケラチノサイト増殖因子（ＫＧＦ）から選択される、請求項１に記載の単離され
たタンパク質複合体。
【請求項３】
前記インテグリン結合ドメインがα１インテグリン結合ドメインまたはα４インテグリン
結合ドメインである、請求項１または２に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項４】
前記ＦＮの１つ以上のＩＩＩ型ドメインがＦＮ配列（配列番号１）のアミノ酸１２６６～
１５３６を含む、請求項１または２に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項５】
前記ＦＮの１つ以上のＩＩＩ型ドメインがＦＮ配列（配列番号１）のアミノ酸１４４７～
１５３６を含む、請求項１または２に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項６】
前記ＦＮの１つ以上のＩＩＩ型ドメインがＦＮ配列（配列番号１）のアミノ酸１１７３～
１５３６を含む、請求項１または２に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項７】
ＩＧＦＢＰアミノ酸配列を含まない、請求項１～６のいずれか一項に記載の単離されたタ
ンパク質複合体。
【請求項８】
ＦＮの付加的断片をさらに含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の単離されたタンパ
ク質複合体。
【請求項９】
前記ＦＮの付加的断片がＦＮ配列（配列番号１）のアミノ酸５０～２７３を含む、請求項
８に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項１０】
前記ＦＮの付加的断片がＦＮ配列（配列番号１）のアミノ酸１８４～２７３を含む、請求
項８に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項１１】
少なくとも１つのリンカー配列をさらに含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の単
離されたタンパク質複合体。
【請求項１２】
前記リンカー配列がプロテアーゼ切断部位を含む、請求項１１に記載の単離されたタンパ
ク質複合体。
【請求項１３】
前記リンカー配列が
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　（ｉ）Ｇｌｙ４　Ｓｅｒ（配列番号７）、
　（ｉｉ）Ｇｌｙ４　Ｓｅｒ３（配列番号８）、
　（ｉｉｉ）（Ｇｌｙ４　Ｓｅｒ）３（配列番号９）、
　（ｉｖ）（Ｇｌｙ４　Ｓｅｒ）４（配列番号１０）、
　（ｖ）Ｌｅｕ　Ｉｌｅ　Ｌｙｓ　Ｍｅｔ　Ｌｙｓ　Ｐｒｏ（配列番号１１）、および
　（ｖｉ）Ｇｌｎ　Ｐｒｏ　Ｇｌｎ　Ｇｌｙ　Ｌｅｕ　Ａｌａ　Ｌｙｓ（配列番号１２）
からなる群から選択される、請求項１１に記載の単離されたタンパク質複合体。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパク質複合体をコードする、単離
された核酸。
【請求項１５】
ベクターにおいて１つ以上の調節ヌクレオチド配列に作動可能に連結された請求項１４に
記載の単離された核酸を含む、遺伝子構築物。
【請求項１６】
前記単離された核酸がプロモーターに作動可能に連結されている発現構築物である、請求
項１５に記載の遺伝子構築物。
【請求項１７】
請求項１５に記載の遺伝子構築物を含む、宿主細胞。
【請求項１８】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパク質複合体と、薬学上許容され
る担体、希釈剤または賦形剤とを含む、医薬組成物。
【請求項１９】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパク質複合体を、含浸、または被
覆、あるいは他の方法で含ませた外科用インプラント、スキャフォールドまたは人工補綴
物。
【請求項２０】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパク質複合体を含む、創傷用また
は火傷用包帯。
【請求項２１】
in situで細胞の遊走および増殖のうち少なくともいずれか一方を促進するための医薬の
製造における請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパク質複合体の使用
。
【請求項２２】
前記細胞が上皮細胞である、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
in vitroで細胞の遊走および増殖のうち少なくともいずれか一方を促進する方法であって
、１つ以上の細胞または組織を請求項１～１３のいずれか一項に記載の単離されたタンパ
ク質複合体をと接触させることを含む方法。
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